地域主権改革下における

自治体職員の役割・働き方に関するアンケート

2010年10月　全日本自治団体労働組合

調査のお願い：自治労では、昨年の政権交代により、「地域主権改革」が打ち出されるなかで、自治体現場での「新たな働き方」を創り出すことを目的に自治研作業委員会を設置し、提言にむけた取り組みを進めています。本調査は、自治体職場の現状の把握、自治体職員の働き方、意識の分析のための基礎資料を得ることを目的とし実施するものです。日頃考えていること、思っていることを記入してください。

　　　　　　　記入が終わりましたら回収用の封筒に入れ組合の担当者に提出してください。開封は自治労本部で一括して行います。個人的なことが外部にもれることはありません。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

記入上の注意：回答は、該当する番号を□に記入するケースと、□内や番号に○をつけるケースとがあります。また、特に断り書きのない場合は、１つだけ選んでください。

［基本項目］

F1. 性別

1. 男性

2. 女性

	
	
	歳  (2-3)


F2. 年齢（満）

F3. 現在の家族構成（同一生計世帯、既婚には同棲や事実婚を含む）

1. 未婚・親元を離れている

2.  〃 ・親、近親者と同居している

3. 既婚・本人夫婦だけ
4.  〃 ・夫婦と子ども

5. 既婚・夫婦と子どもと親

6.  〃 ・夫婦と親

7. 離死別・本人と子ども

8. その他

F4. 入庁前に民間企業で勤務した経験の有無

1. 民間企業での勤務経験がある（アルバイトを除く）

2. 民間企業での勤務経験はない

	
	
	年
	（１年に満たない方は「０」年とお答え下さい）


F5. 入庁してからの勤続年数（満）
	
	
	年
	
	
	ヵ月 (8-11)


(6-7)
F6. 現在の職場に異動してからの勤務期間（満）
F7. 勤務先の自治体の団体区分

1. 都道府県

2. 県都・政令市（特別区を含む）

3. 一般市

町・村

4. その他（　　　　　　　　　　　）

F8. 職種

1. 事務職

2. 技術職

3. 現業職

4. 保育職

5. 福祉職

6. 医療職

7. その他（　　　　　　　　　　　）

F9. 職制上の地位

1. 課長補佐級

2. 係長級

3. 主任級

4. 一般

F10. 現在、あなたが働いている職場の性格や状況についてお伺いします。以下のA～Mのそれぞれについて、「あてはまる」「あてはまらない」を選び、番号に○をして下さい。(15-27)
	
	１
	２

	
	あてはまる
	あてはまらない

	Ａ．業務の一部に民間委託や指定管理者制度が導入されている
	１
	２

	Ｂ．正規職員が減り、臨時・非常勤等職員など非正規職員が増えている
	１
	２

	Ｃ．正規職員と同じような仕事をしている非正規職員がいる
	１
	２

	Ｄ．人員が減少し、１人１人の仕事量が増えている
	１
	２

	Ｅ．仕事量が特定の人に偏る傾向がある
	１
	２

	Ｆ．グループやチームで取り組む仕事が多い
	１
	２

	Ｇ．創意工夫が求められる仕事が多い
	１
	２

	Ｈ．日常的に市民と接している
	１
	２

	Ｉ．職員の能力や勤務態度が人事評価に適切に反映されている
	１
	２

	Ｊ．異動や配置換えには職員の希望が反映されている
	１
	２

	Ｋ．最近（2000年以降）、市町村合併があった
	１
	２

	Ｌ．職員同士の人間関係が希薄になっている
	１
	２

	Ｍ．ストレスで健康を害する職員が目立つ
	１
	２


［質問項目］

【生活感覚・価値観について】

Q2. あなたは地域活動や趣味等のサークル活動に参加したことがありますか。

1. 参加している

2. 参加したことはあるが、今は参加していない

3. 参加したことはない

Q3. （Ｑ１で「１．参加している」の方に）参加されている活動の分野についてあてはまるものすべてに○をつけてください（○は番号の左側のマス内に）。(29-35)
	

	

	

	

	

	

	


1. 地域の自治会や町内組織など

2. ＮＰＯ、ボランティアなどの活動

3. 子ども会やＰＴＡなどの活動

4. 文化系のサークル活動

5. スポーツ系のサークル活動

6. インターネットでの趣味のサークル

7. その他(　　　　　　　　　　　　　)

Q4. あなたが生活していく上で、以下にあげるＡ～Eのことは、どの程度大切ですか。

（１）それぞれの項目ごとに、「１．非常に大切｣から「４．大切でない｣のなかから、あてはまるものを１つ選び、番号に○をつけてください。(36-40)
	
	１
	２
	３
	４

	
	非常に大切
	かなり大切
	少しは大切
	大切でない

	Ａ．余暇（あそび、趣味、スポーツ、友人との付き合い）
	１
	２
	３
	４

	Ｂ．地域社会（地域での団体活動や人間関係など）
	１
	２
	３
	４

	Ｃ．仕事
	１
	２
	３
	４

	Ｄ．労働組合の活動
	１
	２
	３
	４

	Ｅ．職場内のサークル活動（スポーツ・文化活動や自主研究）
	１
	２
	３
	４


（２）上にあげた［A．余暇］から［E．職場内のサークル活動］について、あなたが優先順位をつけるとしたら、どのような順番になりますか。AからEのアルファベットでお答え下さい。(41-45)
	最も重要
	
	２番目
	
	３番目
	
	４番目
	
	５番目

	
	
	
	
	
	
	
	
	


Q5. つぎにあげるＡ、Ｂのうち、あなたの考え方に近いのはどちらですか。あてはまる番号に○をつけてください。(46)
	
	１
	２
	３
	４
	

	Ａの考え
	Ａの考えに近い
	どちらかというと

Ａの考えに近い
	どちらかというと

Ｂの考えに近い
	Ｂの考えに近い
	Ｂの考え

	自分の好きな仕事ができるならば

役職は低くてもかまわない
	１
	２
	３
	４
	職員になった以上、できるだけ高い役職につきたい


【仕事のやりがいと職場環境について】

Q6. あなたは、現在「やりがい」を持ちながら働くことができていますか。

1. できている

2. ある程度できている

3. あまりできていない

4. できていない

Q7. （Q5で１か２とお答えの方に）あなたが「やりがい」を持って働くことができる理由は何ですか。次のなかから５つ以内で選んで下さい。(48-57)
1. 賃金

2. 雇用の安定性

3. 仕事量

4. 市民からの評価

5. 議員・議会からの評価

6. 上司からの評価

7. 同僚からの評価

8. 首長の姿勢

	

	

	

	

	


9. 職員間の連携・コミュニケーション

10. 能力や創意性の発揮

11. 責任ある仕事を任されたこと

12. 配置換え

13. 昇任や昇格

14. マスメディアによる報道

15. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

Q8. （Q5で３か４とお答えの方に）あなたが「やりがい」を持てなくなった理由は何ですか。次のなかから５つ以内で選んで下さい。(58-67)
	

	

	

	

	


1. 賃金

2. 雇用の安定性

3. 仕事量

4. 市民からの苦情

5. 議員・議会からの評価

6. 上司からの評価

7. 同僚からの評価

8. 首長の姿勢

9. 職員間の連携・コミュニケーション

10. 職務怠慢者の存在

11. 能力や創意性の発揮

12. 責任ある仕事を任されたこと

13. 配置換え

14. 昇任や昇格

15. マスメディアによる報道

16. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

Q9. 入庁時と現在では、仕事に対する意欲に差はありますか。

1. 入庁時に比べ意欲が高まった

2. 変わらない

3. 入庁時に比べ意欲は低下した

【職場環境について】

Q10. 今の職場に信頼できる上司はいますか。

1. いる

2. 今はいないが、過去にはいた

3. 現在も、過去にもいない

Q11. 役所の中に目標としている先輩職員はいますか。

1. いる

2. 今はいないが、過去にはいた

3. 現在も、過去にもいない

Q12. あなたの職場では以下の（１）～（３）のような変化が生じていますか。10年前の状況と比べてお答え下さい（勤続年数が10年未満の方は、ご自身の入庁時と比べて下さい）。

（１）「近年、職場内での連携・助け合いが減少したのではないか」という意見があります。あなたの職場では変化がありますか。

1. 連携や助け合いはかなり減少した

2. 連携や助け合いは少し減少した

3. 変化していない

4. 連携や助け合いは少し増加した

5. 連携や助け合いはかなり増加した

6. もともと連携や助け合いが行われていなかった

（２）職場でのコミュニケーションやつきあい（雑談や飲食をともにするなど）の量に変化はありますか。

7. 減った

8. 少し減った

9. 変わらない

10. 少し増えた

11. 増えた

12. もともとコミュニケーションやつきあいは希薄だった

（３）あなたが仕事をしているなかで、ストレスやプレッシャーを感じることが増えたと感じますか。

13. かなり増えたと思う

14. ある程度増えたと思う

15. 変わらない

16. 少し減ったと思う

17. かなり減ったと思う

18. もともとストレスやプレッシャーを感じることはなかった

Q13. （Q11（３）で１～５を選んだ方に）あなたが仕事上のストレスやプレッシャーを感じる要因は何だと思いますか。次のなかから３つ以内で選んでください。(74-79)
	

	

	


1. 首長

2. 議員

3. 上司

4. 職場の人間関係

5. 市民

6. 国や都道府県とのやりとり

7. 個人任せの業務の増加

8. 業務量の増加

9. 自分の思い通りに仕事を進めることができないこと

10. マスメディアのバッシング

11. 人事評価制度

12. ＯＡ化、ＩＴ化

13. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

Q14. （Q11（３）で１～５を選んだ方に）あなたにとって、仕事上のストレスやプレッシャーを解消するために、大きな助けになっていると思うものを３つ以内でお選びください。(80-85)
	

	

	


1. 職場の友人とのつきあい

2. 職場外の友人とのつきあい

3. 家族との団らんや余暇

4. 趣味等の活動

5. 飲食やショッピング

6. インターネット（閲覧・書き込み）

7. 旅行・ドライブ

8. 嗜好品（酒・たばこ）

9. ギャンブル

10. 休息をとること

11. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

12. 助けになっているものは特にない

Q15. あなたは、入庁してから現在に至るまでの間に、公務員をやめたいと思ったことがありますか。

1. 現在、やめたいと思っている

2. かつて思ったことはあるが、今はそう思わない

3. やめたいと思ったことはない
Q16. （Ｑ14で１か２と回答した方に）公務員をやめたいと思った理由はどのようなものですか。３つ以内でお答え下さい。(87-92)
	

	

	


1. 公務員でいても将来に展望がない

2. 公務員バッシングに耐えられない

3. 賃金・労働条件が悪い

4. 人間関係が良くない

5. 能力・適性が合っていない

6. キャリアを高めたい、幅を広げたい

7. 独立・起業したい

8. 仕事がつまらない（やりがいがない）

9. 育児や介護のため

10. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

Q17. 「地方公務員の給料が高すぎる」、「地方公務員は働いていない」などの公務員批判や公務員バッシングについて、あなたはどう感じていますか。

1. まっとうな批判だと思う

2. 批判されても仕方がない部分も多少あると思う

3. 不当な批判だと思う

4. 何も感じない

Q18. 自治体の信頼を高めるため、今必要なこと、改善した方が良いと思うことについて、次のなかから３つ以内で選んでください。(94-99)
	

	

	


1. 利用する市民の目でサービスを見直す

2. 市民活動の中に入っていき、要望をどしどし取り上げていく

3. それぞれの持ち場でお役所仕事やマンネリの気風を変えていく

4. 市民に行政が持っている情報や知識を公開していく

5. 市民参加の仕組みを充実させる

6. 職員の専門性や技能・知識水準を格段に高める

7. 地域にとってこれから大切になる課題に力を入れる

8. 労働組合が市民運動と連帯し地域の問題に積極的に取り組む

9. 旧来の慣行を改め、思い切った能力重視、実績重視の人事政策をとる

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【業務に対する改善提案について】

Q19. 現在の業務を行う中で、自主的な改善や新しい取り組みを提案したり、試みようと思ったことはありますか。

1. 職場で提案、提言を行ったことがある

2. 試みようと思ったことはあるが、提案、提言までは行わなかった

3. 試みようと思ったことはない

Q20. （Q18で「１．行ったことがある」と回答の方に）あなたが行った提案、提言は実際の業務に活かされていますか。

1. いつも活かされている

2. だいたい活かされている

3. ほとんど活かされていない

4. いつも活かされていない

Q21. （Ｑ18で１か２と回答した方に）あなたが業務の改善提言や新しい取り組みをしようとするときに、提言の現実化にあたってどのような障壁を感じましたか。つぎにあげるＡ～Ｅの事柄について、乗り越えるさいの難易度を10段階から選び、番号に○をつけて下さい。(102-111)
	
	乗り越えるのは楽だった▼
	
	
	
	
	
	
	
	
	乗り越えるのが困難だった▼

	Ａ．課内の同僚からの理解を得ること
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	Ｂ．上司からの理解を得ること
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	Ｃ．庁内で調整を行うこと

（財政課、法制担当課など他関係課との調整）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	Ｄ．業務遂行上の困難性

（法律や規制の壁、市民の合意形成）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	Ｅ．政治の壁

（首長、議会、外部組織からの反対圧力）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10


Q22. あなたの周りに、自主的な改善を提案したり、新しい取り組みを試みようとしている人がいた場合、あなたならどうしますか。

1. 自ら声をかけ一緒に取り組む

2. 声をかけられれば、協力して取り組む

3. 協力はしたいが、忙しいので傍観にとどまる

4. 協力するつもりはない
【自学・自主研究について】

Q23. あなたの職場では、職員が自治体業務の見直しをしたり、自らの能力向上を目指す雰囲気がありますか。

1. 大半の職員に業務の見直しや能力向上を目指す雰囲気がある

2. 半分くらいの職員に業務の見直しや能力向上を目指す雰囲気がある

3. 一部の職員に業務の見直しや能力向上を目指す雰囲気がある

4. 業務の見直しや能力向上を目指す雰囲気はない

Q24. あなたの職場には、自主研究に対する支援や補助の制度がありますか。

1. 制度がある

2. かつては制度があったが、今はない

3. 制度はない

4. 制度があるかどうかわからない

Q25. あなたは自治体での業務を遂行するための能力の向上や、業務上の政策提言を行うための自学（読書や個人でのセミナー受講など）をしていますか。

1. 定期的に自学をしている

2. 不定期だが機会があえば自学をしている

3. 以前は自学をしていたが今はしていない

4. 自学をしたことがない

Q26. あなたは自治体業務に関連する何らかの自主研究グループに属したことがありますか。

1. 現在、複数のグループに属している

2. 現在、１つのグループに属している

3. 以前に属していたことがあるが、現在は属していない

4. 属したことがない

Q27. （Ｑ25で１か２と回答の方に）あなたが属している自主研究グループは、どのような人たちで構成されていますか。以下のなかから、あてはまるものを１つだけ選んで下さい（複数のグループに属している方は、参加の頻度が最も多いグループについてお答え下さい）。

1. 勤め先の自治体職員だけで作るグループ

2. 勤め先の自治体職員と市民などで作るグループ

3. 自治体横断的に自治体職員で作るグループ

4. 自治体横断的に自治体職員と市民などで作るグループ

Q28. （Ｑ25で１か２と回答の方に）あなたが属している自主研究グループは、どのような分野を研究するグループですか。つぎのなかであてはまるものすべてに○をつけてください（○は番号の左側のマス内に。複数グループに属している方は、属するすべてのグループについてお答え下さい）。

	

	

	

	

	

	

	


1. まちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(118-124)
2. 福祉（高齢者・障害者福祉）

3. 環境

4. 子育て

5. 政策法務

6. 自治体政策全般（法務系除く）

7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q29. 自治労には、自主研究グループとして「自治研活動」という取り組みがあります。この活動を知っていますか。

1. 知っている

2. 知らない

	（自治体職員の役割や働き方について、ご意見がありましたら自由にお書き下さい）


ご協力、ありがとうございました
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